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そ
れ
が
、
青
年
教
室
と
の
関
わ
り
を

決
定
付
け
た
言
葉
だ
っ
た
。
た
ま
た
ま

公
民
館
だ
よ
り
を
読
み
、
時
間
が
有
り

余
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
た
ま
た
ま
公
民

館
を
訪
れ
た
私
は
、
職
員
の
こ
の
言
葉

に
絡
め
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ

う
し
て
翌
日
、
本
当
に
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

私
が
青
年
教
室
の
講
座
の
中
で
初
参
加

と
な
っ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
講
座
だ
が
、

今
回
紹
介
す
る
の
は
Ｙ
Ｙ
Ｗ
で
あ
る
。

Ｙ
Ｙ
Ｗ
と
い
う
講
座
が
ど
ん
な
も
の

か
、
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
か
は
名
前
か
ら
は
ま
っ
た

く
想
像
が
で
き
な
い
こ
の
講
座
だ
が
、

平
た
く
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
自
分
た
ち

で
や
り
た
い
こ
と
を
企
画
し
て
実
行
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
Ｙ
Ｙ
Ｗ
と
い
う
名
前
な

の
だ
ろ
う
か
？　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
ど
う
や
ら
略
語
で
あ
る
ら
し
い
。

何
の
略
語
か
と
い
う
と
、
イ
ェ
イ
・
イ

ェ
イ
・
ウ
ォ
ー
。
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
さ
ま

を
表
し
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
あ
ま
り

に
も
伝
わ
ら
な
い
の
で
、
講
座
で
「
Ｙ

Ｙ
Ｗ
の
講
座
名
を
新
し
く
考
え
直
そ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
が
、
み
ん
な
で
決
め
た
ソ

レ
は
話
し
合
い
の
最
後
で
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
扱
い
と
な
り
、
今
と
な
っ
て
は
誰
も

覚
え
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
大
事
な

の
は
い
つ
も
結
果
よ
り
過
程
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
。「
自
分
た
ち
で

企
画
・
実
行
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
講
座
の
肝
で
あ
る
。
み
ん
な
が
興

味
の
あ
る
こ
と
を
脈
絡
な
し
に
意
見
し
、

あ
れ
が
い
い
こ
れ
が
い
い
と
言
葉
が
飛

び
交
う
。
今
回
の
話
し
合
い
も
、
み
ん

な
が
出
す
提
案
に
み
ん
な
が
意
見
し
、

し
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ
か
に
な
っ
た
。

私
は
現
在
大
学
生
な
の
だ
が
、
い
ま
だ

か
つ
て
こ
ん
な
に
“
テ
キ
ト
ー
”
な
こ

と
に
熱
を
上
げ
る
青
年
た
ち
を
見
た
こ

と
が
無
い
。「
た
こ
や
き
を
食
べ
比
べ

た
い
」「
夏
だ
か
ら
夏
祭
り
が
し
た
い
」

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
周
到
に
準
備
を

し
、
そ
し
て
そ
れ
を
全
力
で
楽
し
む
の

だ
。
あ
な
た
が
こ
の
時
点
で
興
味
を
持

っ
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
何
も
考
え
ず
に
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
み
ん
な
と

全
力
で
話
を
し
よ
う
。

「
明
日
、
Ｙ
Ｙ
Ｗ
な
ん
だ
け
ど
、
来

る
？
」

☎ ０４２-５７２-５１４１
FAX０４２-５７３-０４8０
休館日：毎週月曜日

しょうがいしゃ
青年教室

一緒に活動しませんか？
（詳細は２ページ参照）

発行

国立市公民館
〒１8６-０００４
国立市中１-１５-１

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

「しょうがいしゃ青年教室」ではしょうがいが
ある人もない人も共にさまざまな活動をしていま
す。活動場所は公民館１階「喫茶わいがや」の横
にある「青年室」です。

今回、「しょうがいしゃ青年教室」の活動を通
して何を思い、何に気を配り、どのように過ごし
てきたのかを学生スタッフの２人が語ります。

明
日
、キ
ッ
ク
ベ
ー
ス 

す
る
ん
だ
け
ど
、来
る
？

栁　

倫み
ち

之ゆ
き（

Ｙ
Ｙ
Ｗ
講
座
）
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

麗
に
材
料
を
切
る
方
、
み
る
み
る
う
ち

に
美
味
し
い
料
理
が
で
き
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。
副
菜
で
サ
ラ
ダ
を
作
っ
た
り
、

そ
の
季
節
で
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
に

変
わ
る
、
そ
ん
な
講
座
の
献
立
も
魅
力

の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

作
る
こ
と
も
楽
し
い
で
す
が
、
一
番

笑
顔
が
広
が
る
の
は
食
事
の
時
間
。
自

分
た
ち
が
調
理
し
た
料
理
を
配
膳
、
一

つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
た
く
さ
ん
の
人
数
で

囲
む
と
、
テ
ー
ブ
ル
に
た
く
さ
ん
料
理

が
並
ん
で
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
な
ん
だ

か
わ
く
わ
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
勢

の
方
が
食
事
、
楽
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
集
ま
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔
で
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」
し
ま
せ
ん
か
？

※
メ
ン
バ
ー
…
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
人

ス
タ
ッ
フ
…
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
人

は
参
加
者
は
約
３０
人
を
越
す
状
況
。
参

加
者
の
多
さ
は
講
座
の
人
気
の
裏
返
し

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ッ
フ

も
メ
ン
バ
ー
の
意
思
を
反
映
さ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
す
る
の
に
、
一
生
懸
命

で
す
。
調
理
に
関
わ
る
み
ん
な
の
こ
と

を
考
え
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

特
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
数

が
い
つ
も
十
分
に
集
ま

る
状
況
で
は
な
い
た
め
、

他
の
講
座
の
ス
タ
ッ
フ

に
応
援
を
頼
ん
で
い
ま

す
。
青
年
室
に
関
わ
っ

て
い
る
み
ん
な
で
盛
り

上
げ
、「
支
え
合
い
」

な
が
ら
講
座
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
で
い
え
ば
、
具
材
を
替
え

る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
ア
レ
ン
ジ
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
カ
レ
ー
を
作
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
作
業
に
入
る
際
、

な
か
な
か
会
話
で
意
思
疎
通
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
で
も
調

理
の
工
程
を
伝
え
、
い
ざ
作
業
を
ス
タ

ー
ト
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分

野
で
大
活
躍
。
野
菜
の
皮
む
き
を
手
際

よ
く
行
う
方
、
切
る
作
業
が
好
き
で
綺

講
座
名
か
ら
は
、
料
理
す
る
こ
と
が

好
き
、
得
意
、
そ
ん
な
人
が
集
ま
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
実
際
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は

な
く
、「
食
べ
る

こ
と
が
好
き
」「
得

手
不
得
手
に
関
係

な
く
料
理
す
る
こ

と
が
好
き
」
そ
ん

な
人
た
ち
が
集
ま

る
場
所
、
そ
れ
が

青
年
室
の
料
理
講

座
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
調
理
し

て
も
、
料
理
は
作

れ
ま
す
。
で
も
そ

れ
だ
と
会
話
を
す

る
相
手
も
い
な
い

し
、
な
ん
か
物
淋
し
い
。
で
す
が
、
講

座
に
参
加
し
て
い
る
み
ん
な
と
交
流
し

な
が
ら
調
理
す
る
と
、
お
互
い
の
感
情

が
行
き
来
し
、
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
今
年
度
は
メ
ン

バ
ー
の
人
気
が
高
く
、
参
加
者
が
多
い

の
で
、２
班
体
制
。１
班
あ
た
り
、
※
メ

ン
バ
ー
＆
※
ス
タ
ッ
フ
で
十
数
名
で
す
。

毎
月
各
班
で
料
理
、
３
ヶ
月
に
一
度
合

同
で
料
理
を
作
り
ま
す
が
、
そ
の
時
に

料
理
を
通
し
て
、

　
　
笑
顔
が
連
鎖
す
る

川
田　

幸さ
ち

生お（
料
理
講
座
）

この活動に関心がある方へ 
～一緒に楽しむスタッフ募集中～

しょうがいがある若者との活動に関心のあ
る方、楽しく活動したい方、スタッフとして
関わってみませんか。左のようなコースごと
の活動で、月１回程度のペースで希望に合わ
せて参加できます。
また若者向けの講座や研修への参加、企画

スタッフとしての活動もあります。ぜひあな
たの力を、この活動に貸してください。お気
軽にご連絡ください。

対　象　高校生～３０歳代ぐらいまでの方
連絡先　公民館☎（572）５１４１

各コースの活動内容（活動日・時間帯は変更の場合あり）

スポーツ：市内体育館でさまざまなスポーツに挑戦します。
	 第１金曜日の夜６時半～８時
Ｙ Ｙ Ｗ：みんなが楽しめる企画を話し合い、実行します。
（企画会議）第２金曜日の夜７時半～９時
クラフト：毎回ひとつオリジナルの作品を作ります。
	 第３金曜日の夜６時半～８時
リトミック：音や音楽のリズムに合わせて身体を動かします。
	 第２土曜日の昼２時～４時
料　　理：さまざまな料理をこだわって作ります。
	 第３土曜日の午後５時半～８時
喫茶実習：公民館内の喫茶わいがやで喫茶体験をします。ス

タッフがローテーションでお店を開店し、実習生
を受け入れます。

陶　　芸：喫茶わいがやで使用するカップなどを作ります。

明日、活動があるんだけど、来る？明日、活動があるんだけど、来る？
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

今回は、大きな紙の上で絵具やクレ
ヨン、氷、のりなど、様々な素材で表
現を楽しみます。普段なかなか出会わ
ない素材で絵具遊びを楽しみましょ
う！　服がすごく汚れます。保護者の
方も含め、動きやすく、汚れてもいい
服装でお越しください。

講　師　山田　修平	
	 （ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所）

と　き　９月１５日（日）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　子ども（１歳～小学生）と保護者
	 ３０組（先着順）
持ち物　着替え、手足を拭くぞうきん、タオル、飲み物　
申込先　９月８日（日）朝９時～
	 公民館☎（572）５１４１

演　奏　しぶもく	（三線の演奏グループ）

今回は、２年前にも一度開催され好評だった「三線ライ
ブ」（写真）の第２弾。1０人以上による演奏者がロビーを南
国の雰囲気に包んでくれます。なぜだかふっと受け入れら
れ、青い海の風景が思い浮かびそうな何とも言えぬあの音
色…。感じるままに踊ってみてもいいかもしれません。夏
の薫りがまだ残るこの時期、ぜひ沖縄・奄美の伝統文化で
ある三線の音色に満たされてください。
＊この催しは若者向け講座等に参加している、青年室メン
バー有志との共同企画です。

と　き　９月１５日（日）夕５時～６時
ところ　公民館　市民交流ロビー
＊申込み不要です。どなたでもお気軽にご参加ください。

講　師　傳
でん

馬
ま

　義澄（國學院大學名誉教授・日本近代文学）

と　き　９月１２日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（572）５１４１
＊次回は1０月1０日（木）桐野夏生『ナニカアル』（新潮文
庫）です。

ゲストスピーカー　猪
い

飼
かい

　周平（一橋大学）

超高齢社会に向かう現在、市内で実際に起きている地域
コミュニティの課題に対して、私たちはどんな取り組みが
できるのか、皆さんと一緒に考えていく講座です。
今回は、市民からのアイデアをもとに、これからの

「絆」のカタチを探ります。今回からの参加も歓迎です！

と　き　９月２９日（日）昼２時～５時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（先着順）
申込先　９月９日（月）朝９時～
	 	 公民館☎（572）５１４１
共　催　高齢者支援課

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

部屋一面の大きな紙に
フィンガーペインティング！

〈くにたちブッククラブ　時空をこえる言葉〉

《市民交流ロビー・涼み処の音楽会》

丸谷才一『輝く日の宮』

初秋の夕涼み・三
さん

線
しん

ライブ

（講談社文庫）

涼み処  

公民館

１階ロビー

９月末まで

開設中

お　話　林　綾野（キュレーター、アートキッチン代表）

林さんは絵を見つめるとき、それを描いた画家自身のこ
とをもっと身近に感じたいという思いが常にあったと言い
ます。画家たちの暮らしぶりを少しでも知ることができれ
ば、画家と私たちの間に響き合うものが見つけられるかも
しれないと考えました。
食は万人にとって欠かせないものです。そして多くの人
が好物や苦手な食材、懐かしい味など食に対する思いや記
憶を持っています。「食」をキーワードに画家たちの生き
た時代や暮らしぶりを見つめ、私たち自身の思いや記憶と
重ね合わせ、彼らを身近に感じようという試みから、この
本をまとめられました。
林さんのお話をうかがいながら、さらにその作品をもっ
と味わってみたいと思います。
〈林さんの本〉『画家の食卓』『フェルメールの食卓』『モネ
　庭とレシピ』『ゴッホ　旅とレシピ』（講談社）ほか多数

と　き　１０月２日（水）夜７時～９時
ところ　公民館　地下ホール　＊ご自由においでください。

〈図書室のつどい〉

画家の食卓
―食をキーワードに絵画をもっと味わってみませんか―

涼み処  

公民館

１階ロビー

９月末まで

開設中

公民館
ロビー
９月末
まで
開設中

みんなで考えよう！ 地域ケアの未来

孤立しない・させない
高齢社会を支える地域の「絆」づくり
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

テロや内戦、そして戦争。いまも世界のどこかで戦いは
おこり、多くの人命が失われています。
この講座では、紛争地と遠く離れた「安全で豊かな世
界」「平和な国」日本に暮らす私たちは、世界の平和を構
築していくために何ができるのかを考えます。
第１回はアフガニスタンなどの紛争地各地で武装解除を
指揮してきた伊勢﨑さんに、武力紛争の現場で起きている
現実についてお話をうかがいます。
第２回はグループに分かれて話し合い、私たちにできる
ことをじっくり考える機会にしたいと思います。

第１回　「紛争屋に聞く、戦争と平和」

講　師　伊勢﨑　賢治（東京外国語大学）

と　き　１０月５日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室

第２回　「�自分が主役！�
わたしたちができることって何だろう」

講　師　竹中　千春（立教大学）

と　き　１０月１６日（水）夜６時半～９時
ところ　公民館　地下ホール

定　員　３5名（先着順。原則全回出席できる方）
申込先　９月1０日（火）朝９時～
	 公民館☎（572）５１４１

《上映作品》

『さくらんぼ坊や・３�
� ―言葉と自我―』
	 1９８2年　カラ―　４８分
� 演出　山崎定人

『絵を描く子どもたち』
1９5６年　パートカラ―　３7分　脚本・演出　羽仁進

『自転車』1９９９年
カラ―　３０分
監督　小林茂

泣いたり、笑ったり、はしゃいだり…、子どもたちは何
を見つめ、感じ、成長していくのか。３歳の少女アリサち
ゃんの１年間を通して、幼児がいかに人格形成していくか
を見つめた『さくらんぼ坊や・３』。小学１年生の子ども
たちが描いた絵からその成長過程を辿る『絵を描く子ども
たち』。北海道一周サイクリング旅行に挑戦した小学６年
生の少年少女の心の成長を追った『自転車』。楽しさと驚
きと感動に満ちた子どもたちの〈世界〉を是非、体験して
みてください。

と　き　９月２２日（日）上映昼２時～（開場昼１時）
ところ　公民館　地下ホール　定　員　８5名（当日先着順）
＊	ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

〈シネボックス　公民館映画会〉
《シリーズ「ニッポンの記録映画」Vol. ３８》

子 ど も た ち の〈 世 界 〉
～こころの成長　からだの成長～

８
月
1３
日
（
火
）
第
2９
期
第
1０
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
12
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。

前
回
の
議
事
録
確
認

議
題

○
諮
問
『
現
代
の
地
域
社
会
に
求
め
ら

れ
る
公
民
館
の
事
業
』
に
つ
い
て
。

答
申
の
作
成
に
向
け
て
、
公
運
審
の

基
本
姿
勢
、
調
査
・
検
討
事
項
、
作
業

手
順
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
長
に
よ
る

提
案
書
面
を
叩
き
台
と
し
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
答
申
の
作
成
の
端
緒
と

し
て
、
委
員
間
に
お
け
る
公
民
館
像
の

共
有
化
、
市
の
総
合
基
本
計
画
や
統
計

あ
る
い
は
各
委
員
の
活
動
分
野
や
生
活

実
感
に
基
づ
い
た
地
域
課
題
の
洗
い
出

し
、
公
民
館
の
運
営
に
係
る
課
題
の
検

討
な
ど
が
必
要
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

次
回
ま
で
に
各
委
員
が
地
域
課
題
を

提
出
し
、
職
員
が
公
民
館
像
や
運
営
の

課
題
を
ま
と
め
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

「
未
来
夜
話
」
は
、
公
運
審
の
諮
問

内
容
と
も
マ
ッ
チ
し
て
お
り
好
評
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

７
月
1６
日
（
火
）
第
３
回
定
例
会
を

開
催
。
家
庭
教
育
を
め
ぐ
る
国
立
市
の

現
状
に
つ
い
て
、
関
連
資
料
を
も
と
に

議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

８
月
2４
日
（
土
）
第
１
回
研
修
会
を

開
催
。
テ
ー
マ
は
「
災
害
時
に
お
け
る

公
民
館
の
役
割
と
課
題
」。

次
回
は
９
月
1０
日
（
火
）
午
後
７
時

15
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
間
瀬
）

公
民
館
正
面
の
富
士
見
通
り
側
に
も

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
始
め
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ラ
ソ
ル
、
ア
サ
ガ
オ
、
フ
ウ
セ

ン
カ
ズ
ラ
な
ど
の
花
を
植
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
低
く
ツ
ツ
ジ
の
陰
に
隠
れ
て
い
ま

す
が
、
花
が
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
の
東
側
、
三
角
形
の

土
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
最
近
イ
ン
パ
チ
ェ

ン
ス
を
植
え
ま
し
た
。
笹
を
除
草
し
て

少
し
ず
つ
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
緑
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
季
節
の
変
化
を
お
楽
し
み
に
。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

 

 
 

 

 

緑
の
カ
ー
テ
ン
、

�

　
富
士
見
通
り
側
に
も

サンパラソル（富士見通り側）インパチェンス（東側）

平和の構築に向けて 
私たちができること

＜平和講座＞
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

フ
ル
ー
ト
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
魅
力
を
追
及
す
る

と
共
に
、
メ
ン
バ
ー
の
和
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
講
師
の
指
導
を
受
け
、
演

奏
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
桜お

う
音い

ん
の
会
」

日
時　

第
二
・
四
㈫
夜
６
時
～
８
時
半

場
所　

公
民
館　

音
楽
室

連
絡
先　

西
村
０９０
（
１２１０
）
２
６
４
０

コ
ー
ラ
ス
和
和
環
へ
の
お
誘
い

楽
し
く
歌
い
な
が
ら
正
し
い
発
声
音

程
リ
ズ
ム
を
学
ん
で
い
ま
す
。
歌
を
歌

う
事
に
よ
り
心
も
体
も
元
気
に
脳
の
活

性
に
も
な
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま

せ
ん
か
。
ま
ず
は
見
学
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日
朝
1０
時
～
12
時

場
所　

公
民
館　

音
楽
室

連
絡
先　

中
村
（
５７３
）
３
２
９
１

還
暦
軟
式
野
球
の
部
員
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
楽
し
く

プ
レ
ー
し
た
い
野
球
好
き
を
募
集
中
。

試
合
は
水
・
土
曜
。
ま
ず
は
、
練
習
に

ご
参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
中
（
練
習
）

場
所　

谷
保
第
三
公
園　

野
球
場

連
絡
先　

丸
山
（
５７２
）
０
１
０
６

国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

９
月
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
は
、
留
学
生
の
デ
ィ

ナ
さ
ん
を
お
招
き
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
文
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

参
加
費
は
１００
円
で
す
。

日
時　

９
月
1９
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

芦
沢
（
５７５
）
０
４
７
４

「
ひ
ろ
ば
」欄
投
稿
規
定

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
の
お

知
ら
せ
の
場
で
す
。

原
稿
の
締
切
り
は
、
掲
載
希
望
月
の

前
月
７
日
の
午
後
５
時
で
す
（
７
日
が

月
曜
日
の
場
合
は
、
翌
日
の
８
日
ま

で
）。
原
則
と
し
て
掲
載
月
の
７
日
か

ら
翌
月
６
日
ま
で
の
お
知
ら
せ
を
掲
載

し
ま
す
。

公
民
館
備
付
け
の
原
稿
用
紙
に
団
体

名
・
サ
ー
ク
ル
名
を
含
め
て
お
書
き
く

だ
さ
い
。
氏
名
に
は
振
り
が
な
を
ふ
っ

て
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集
は
６
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
翌
月
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（６ページにもあります）

今年のテーマは『輝け　みんなの力』に決まりました。
参加団体も2８団体と昨年を上回る参加となり、団体どう

しのコラボレーション発表もあります。詳しい日程や行事
の内容については、公民館だより1０月号などでお知らせし
ます。
このほか、文化祭期間中に、日ごろのグループ活動を見

学・体験する機会も用意したいと考えています。11月に公
民館を利用して活動する予定の団体で、見学や体験にご協
力いただけるグループは、公民館までご連絡ください。

◆次回実行委員会
　と　き　９月１２日（木）夜７時～
　ところ　公民館　３階集会室
　問合先　公民館☎（572）５１４１

と　き　１０月２１日・２８日・１１月１１日・１８日・２５日
	 １２月２日・９日・１６日（全８回）
� 全て月曜日。　朝９時半から１１時半まで。
ところ　くにたち市民総合体育館第３体育室（３階）
指導員　国立市スポーツ推進委員　塩野　啓子　ほか
対　象　６０歳以上（市内在住・在勤）
費　用　保険料１日につき15０円
持ち物　運動のできる服装・体育館シューズ・飲料水・
	 タオル・保険料
定　員　３０名（教室参加がはじめての方優先。
	 応募者多数の場合は抽選）
申込み　往復はがきの往信用裏に、氏名（フリガナ）・年

齢・性別・住所・電話番号を明記のうえ、下記ま
でお申込みください（はがき１枚につき１名。複
数名の応募・記載漏れ等は無効とします）。

	 ※返信用表にも住所・氏名を明記してください。
申込締切　９月2０日（金）必着
申込先　〒1８６―８5０1　国立市教育委員会　生涯学習課
	 「６０歳からの健康体操教室」係
問合先　国立市教育委員会　生涯学習課
	 社会教育・体育担当☎（57６）２１０７（直通）

谷保天満宮－例大祭の万灯
撮影　小

こ

疇
あぜ

　昌美さん（東）

第５８回くにたち市民文化祭
～輝け　みんなの力～

昨
年
の
文
化
祭
の
様
子

―
曙
光
―

〈社会体育事業〉

６０歳からの「健康体操教室」
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
１２日（木）夜　くにたちブッククラブ

「丸谷才一『輝く日の宮』」

１２日（木）夜　文化祭実行委員会

１５日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう

	 「部屋一面の大きな紙に

	 フィンガーペインティング！」

１５日（日）夕　市民交流ロビー・涼み処の音楽会

２２日（日）昼＊Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会

	 「子供たちの〈世界〉」

２９日（日）昼　高齢社会を支える地域の「絆」づくり

１０月２日（水）夜＊図書室のつどい「画家の食卓」

５日（土）昼～平和講座

	 「平和の構築に向けて

	 私たちができること」

今月の公民館（９月、10 月初）

お
母
さ
ん
こ
れ
食
べ
て
も
大
丈
夫
？

カ
ロ
リ
ー
０
％
っ
て
本
当
？　

国
産

豆
腐
っ
て
全
て
国
産
大
豆
？　

主
婦
連

の
佐
野
真
里
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

食
の
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
託
児

あ
り
。
新
日
本
婦
人
の
会
・
国
立
支
部

日
時　

1０
月
５
日
㈯
昼
２
時
～
４
時

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
中
会
議
室

連
絡
先　

岸
岡
ＦＡＸ
（
５７６
）
７
５
２
５

く
に
た
ち
女
声
合
唱
団
演
奏
会

第
1６
回
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
日
本

の
合
唱
曲
の
中
か
ら
今
日
ま
で
歌
い
継

が
れ
て
き
た
名
曲
と
西
洋
の
バ
ロ
ッ
ク
、

ロ
マ
ン
派
そ
し
て
現
代
の
名
曲
を
選
ん

で
聴
い
て
頂
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　

1０
月
11
日
㈮
昼
２
時
～（
無
料
）

場
所　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

中
島
０４２８
（
22
）
５
６
７
１

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
の
会
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
者
全
員
で
ロ
シ
ア
民
謡
を
ロ
シ

ア
語
と
日
本
語
で
歌
い
ま
す
。
日
本
語

で
歌
う
時
に
は
東
京
外
国
語
大
学
ル
ム

ー
ク
有
志
も
加
わ
っ
た
器
楽
伴
奏
が
つ

き
ま
す
。
ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
2８
日
㈯
朝
11
時
～
12
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

大
貫
（
５７２
）
５
２
１
４

第
１８１
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ�

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
料
理

ハ
ッ
サ
ン
さ
ん
に
お
得
意
の
カ
レ
ー

を
習
い
ま
し
ょ
う
。
材
料
費
８００
円
。
ゴ

ミ
袋
と
ふ
き
ん
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

９
月
2８
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

の
よ
う
に
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す

く
な
っ
て
、
転
倒
の
心
配
が
な
く
安
全

で
楽
に
歩
け
ま
す
ね
」「
歩
く
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
風
景
や
自
然
が
変
わ
り
、
楽

し
く
歩
け
る
の
で
つ
い
歩
き
す
ぎ
て
し

ま
っ
て
」
と
い
う
人
も
い
た
。

さ
く
ら
通
り
を
歩
い
て
カ
サ
ム
シ
カ

に
到
着
。
全
員
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
２
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
終
了
。
約
５
キ
ロ
の
距
離
。
体
の

な
ま
っ
て
い
る
私
は
運
動
し
た
！　

と

い
う
実
感
を
持
っ
た
。

そ
の
後
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
カ
サ
ム
シ
カ
で
、

自
然
食
品
を
使
っ
た
料

理
を
味
わ
う
。

「
８０
代
の
男
性
会
員

が
海
外
旅
行
に
ポ
ー
ル

を
持
参
し
て
、
全
行
程

を
し
っ
か
り
歩
き
切
っ

た
」「
ポ
ー
ル
が
あ
れ

ば
坂
道
も
大
丈
夫
」「
メ

ン
バ
ー
３
人
が
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー

試
験
に
合
格
し
た
」
な

ど
元
気
一
杯
の
情
報
を

得
た
。

「
最
近
筋
肉
が
衰
え
て
き
た
な
と
感

じ
て
い
る
方
、
ど
な
た
で
も
一
緒
に
歩

き
ま
し
ょ
う
」
と
野
呂
さ
ん
。
月
２
回

土
曜
日
の
午
前
中
実
施
で
す
。

連
絡
先　

辰
田　

０８０
（
５４４１
）
５
４
９
４

	

〈
文
・
写
真
　
三
好
　
紀
子
〉

こ
の
集
ま
り
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

フ
ェ
「
か
ふ
ぇ　

カ
サ
ム
シ
カ
」
会
員

の
廉か
ど

岡お
か

さ
ん
が
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
野
呂

き
く
江
さ
ん
と
出
会
い
、
カ
サ
ム
シ
カ

の
辰
田
智
子
さ
ん
に
話
し
、
８
ヵ
月
前

に
始
ま
っ
た
。
現
在
約

2０
人
。
発
祥
の
地
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は
５
人

に
一
人
が
楽
し
む
が
、

日
本
で
は
ま
だ
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

私
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
野
呂
さ

ん
が
ポ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
２
本
の
杖
の
調

節
を
す
る
。「
今
日
か

ら
自
分
の
ポ
ー
ル
で

す
」
と
気
合
の
入
っ
た

女
性
を
始
め
、
経
験
者

は
マ
イ
ポ
ー
ル
で
集

合
だ
。
歩
き
の
基
本
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

第
三
公
園
ま
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
。

公
園
で
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

で
心
地
よ
く
全
身
の
筋
肉
を
伸
ば
す
。

水
分
補
給
を
し
て
、
矢
川
上
公
園
へ
。

歩
き
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
む
。

「
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
つ
と
４
本
足

（５ページにもあります）

一橋大学に棲むものたち
撮影　小疇　良治さん（東）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
６
４
〉

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

�

㏌　
か
ふ
ぇ　
カ
サ
ム
シ
カ

魔法の杖で有酸素運動　スタート！


